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2023年度�⽴命館⼤学⼈間科学研究所年次総会

⽇本福祉⼤学
社会福祉学部
准教授

⼦ども虐待で介⼊され
た家族、特に⽗親への
脱暴⼒の⾯談・グルー
プワークを実施する
「男親塾」やDV加害
男性向けの相談を⾏う
「男性問題相談室」主
宰。⽴命館⼤学⼈間科
学研究所臨床社会学プ
ロジェクト「フォスタ
リングソーシャルワー
ク専⾨職講座」（⽇本
財団⽀援）を開講して
いる。

中村正
（なかむらただし）

⽴命館⼤学産業社会学部
・⼈間科学研究科教授／
⼈間科学研究所運営委員

堺市養育⾥親となり8年間
⼦ども達と過ごす中で、
家庭養育の⼤切さを実感
し、33年間務めた会社を
早期退職し、ファミリー
ホーム咲くを開設した。

中⾕孝⾄
（なかたにたかゆき）

⼩規模住居型児童養育事業
ファミリーホーム咲く
代表

保育⼠。堺市養育⾥親。
堺市専⾨⾥親。堺市⼦育
てアドバイザー。特定⾮
営利活動法⼈ゆりかごネ
ットワーク理事。
特定⾮営利活動法⼈
SAKAI⼦育てトライアン
グル・特定⾮営利活動法
⼈⼦どもアドボガシーセ
ンターOSAKA所属。

中⾕浩⼦
（なかたにひろこ）

⼩規模住居型児童養育事業 
ファミリーホーム咲く
施設⻑

⼤阪市こども相談セン
ター（児童相談所）に
て⻑年、児童福祉司と
して勤務。スクールソ
ーシャルワーカーを経
て、⼤学教員になり、
2023年4⽉より現職。ラ
ップアラウンドの⽇本
実装をめざし、2021年
⼀般社団法⼈
ALLOUNDを⽴ち上げ
る。近著『⽇本の児童
相談所』明⽯書店。

久保樹⾥
（くぼじゅり）

⼤学卒業後、約８年間の
⼀般企業での営業職を経
てオーストラリアへ留学
し、2005年にMSW(Master
of�Social�Work)を取得。帰
国後は⼤阪府にて⾥親登
録をして約5年間養育⾥親
として社会的養護の養育
を担う。現在は、家庭養
育の質の向上のため、⾥
親⽀援に関わる事業を⾏
うNPO法⼈キーアセット
の代表として活動してい
る（2009年∼）。

渡邊守
（わたなべまもる）

アイルランドインチコア
カレッジ、英国ルートン
⼤学卒業後、京都府⽴⼤
学⼤学院でライフストー
リーワークを学ぶ。児童
⾃⽴⽀援施設勤務を経て
現在は⽴命館⼤学にてフ
ォスタリングソーシャル
ワーク専⾨職講座運営と
児童福祉施設、⾥親・養
⼦家庭で暮らす⼦どもに
向けた実践と研究を⾏っ
ている。

徳永祥⼦
（とくながしょうこ）

■登壇者

⼈間科学研究所では、公益財団法⼈⽇本財団の助成を受けて5年に渡りフォスタリングソーシャルワーク専⾨職講座を実施してきました。
全国で100名を超える修了⽣が活躍しています。
本総会では、講座終了にあたり、フォスタリングソーシャルワークにおいて⼦ども・家族を中⼼に据えた⽀援を推進するために必要なこ
とを実践者、各分野の専⾨家をお迎えして考えていきます。⼦どもの育みは共同の営みです。その象徴としての社会的養育の推進はユニ
バーサルな課題であり、社会の育成⼒構築への鍵となるテーマです。「⼦ども家庭⽀援」という⼤きな課題に照らし合わせて⼈間科学研
究の視点から成果を共有します。

�⽉ ⽇(⼟)開催⽇時：�2024年      � 11 : 0 0 - 1 6 : 3 0
開催場所：�⽴命館⼤学⾐笠キャンパス
    � 創思館および図書館カンファレンスルーム

3　2

▶JR・近鉄京都駅から
市バス50、市バス・JRバス快速⽴命館「⽴命館⼤学前（終点）」下⾞
市バス205「⾐笠校前」下⾞、徒歩10分
JRバス ⾼尾・京北線「⽴命館⼤学前」下⾞
▶JR円町駅から
市バス・JRバス快速⽴命館「⽴命館⼤学前（終点）」下⾞
市バス15・臨「⽴命館⼤学前（終点）」下⾞
市バス204/205「⾐笠校前」下⾞、徒歩10分
JRバス ⾼尾・京北線「⽴命館⼤学前」下⾞
▶阪急電⾞⻄院駅から
市バス・JRバス快速⽴命館・臨「⽴命館⼤学前（終点）」下⾞
市バス205「⾐笠校前」下⾞、徒歩10分
▶京阪電⾞三条駅から
市バス12、市バス15、市バス51「⽴命館⼤学前（終点）」下⾞
市バス59「⽴命館⼤学前」下⾞

アクセス
⽴命館⼤学⾐笠キャンパス

⽴命館⼤学⼈間科学研究所           
お問い合わせ先

TEL:075-465-8358 FAX:075-465-8245
E-mail:ningen@st.ritsumei.ac.jp

主催：⽴命館⼤学⼈間科学研究所

NPO法⼈キーアセット
CEO

⽴命館⼤学
⾐笠総合研究機構
准教授

事前申込先
https://forms.gle/QZqUeuizYp2ZkfHq7�

事前申込はこちら

➡

助成：公益財団法⼈⽇本財団



＜プログラム＞

11:00ー11:10
11:10ー11:20
11:30ー13:00

開会・司会者挨拶：徳永祥⼦（⽴命館⼤学⾐笠総合研究機構・准教授）
開会挨拶：⽮藤優⼦（⽴命館⼤学総合⼼理学部・教授／⼈間科学研究所・所⻑）
ポスターセッション（＠図書館カンファレンスルーム＜軽⾷付き＞）
募集テーマ：⼈間科学に関する基礎研究並びに応⽤・実践・臨床研究に寄与する内容

 ＜休憩＞

第１部：ダイアローグ
登壇者：中村正（⽴命館⼤学産業社会学部・⼈間科学研究科教授／⼈間科学研究所運営委員）
    中⾕孝⾄⽒・中⾕浩⼦⽒（ファミリーホーム 咲く（⼩規模居住型児童養育事業堺市認定⾥親））
テーマ：「社会的養育の実践に学びながら⼦ども家庭⽀援の理論を構築する」
    ファミリーホーム「咲く」（⼩規模居住型児童養育事業堺市認定⾥親）の取り組みに学ぶこと
内容：ファミリーホームは⼩規模住居型児童養育事業です。全国にあるファミリーホームは446か所、委託児童数は
1,718⼈です（令和4年3⽉末）。委託される⼦どもは5⼈から6⼈です。⾥親家庭よりも⼤きな家族です。ファミリーホー
ムは「公共としての⼦育て⽀援」の場です。18歳の⾃⽴の⽇まで過ごす⼩さな社会です。安全・安⼼の育ちの場です。
そして豊かな育みがあります。また、児童相談所の⾥親専⾨⽀援の職員とともに、実親との関係も意識した総合的な
「共同する⼦育ての場」なのです。ここに⼦どもを託した実親が⾔いました。「わたしもこんな親が欲しかった。」
と。⼦ども家庭⽀援の理論が⽣成する現場としてのファミリーホームの実践に学びます。

 ＜休憩＞

第２部：シンポジウム
全体のテーマ：「⼦ども・家族を⽀える実践の新たな展開」
内容：地域における養育⼒を向上させるために必要な実践をミクロからマクロに渡り考えます。⼦どもを中⼼に「実
親」「養育者」「⽀援者」がどのような理念や⽅法で協働することができるのか、それぞれの⽴場から整理し、ディス
カッションをします。

登壇者：久保樹⾥⽒（⽇本福祉⼤学社会福祉学部社会福祉学科・准教授）
テーマ：⾥親家庭⽀援におけるラップアラウンド活⽤の可能性
内容：ラップアラウンドは⾥親家庭全体を⽀援するために有効だと感じています。ラップアラウンドの理念として
「ForからＷithへ」「できることはなんでも」があります。⾥親家庭に関わるさまざまな⼈がつながり、共に取り組み
ことで、地域に資源が増えることが期待できます。⽇本に合った形でのラップアラウンドの展開について、考えてみた
いと思います。
「ラップアラウンド」は困難を抱える⼦ども・若者とその家族を地域において⽀援する⽶国発祥のアプローチです。当
事者を真ん中にフォーマルだけでなく、インフォーマルな⽀援者によるチームでサポートしていきます。ケアコーディ
ネイターはチーム全体を把握し、ピアサポーターが当事者の声を引き出すために寄り添うところに特徴があります。

登壇者：渡邉守⽒（NPO法⼈キーアセット・CEO）
テーマ：地域の⼦どもを地域ではぐくむ⾥親制度を考える
内容：キーアセットは、⼦どもと若者そして地域社会にポジティブな変化をつくることをビジョンにかかげ、⾥親制度
の質量の向上のために活動してきました。⾥親制度の歴史は⽣活を地域の⼦どもに捧げてくださる数少ない⾥親家庭に
よって⽀えられてきました。現在の⾥親制度そしてこれからの⾥親制度に期待される『地域の⼦どもを地域で育む』た
めの重要な役割についてみなさんと考える機会となれば幸いです。

登壇者：徳永祥⼦（⽴命館⼤学⾐笠総合研究機構・准教授）
テーマ：実親や⽀援者とのライフストーリーワークを考える
内容：ライフストーリーワークはこれまで社会的養育の⼦どもへの⽀援として普及してきました。今後は、実親や⾥
親、さらには⽀援者がライフストーリーワークに取り組むことによってより良い⾃⼰理解の上に⼦育てや⽀援をするこ
とができるのではないかと考えています。本シンポジウムでは、より包括的なライフストーリーワークの実践について
考えていきます。

コーディネーター：中村正（⽴命館⼤学産業社会学部・⼈間科学研究科教授／⼈間科学研究所運営委員）

 ＜休憩＞

挨拶：尾形武寿⽒（公益財団法⼈⽇本財団・理事⻑）
閉会挨拶：（調整中）
閉会
ミニ懇談会（＠創思館2階＜軽⾷付き＞）

⼈間科学研究所

フォスタリング
ソーシャルワーク
専⾨職講座

13:15ー14:15

16:05ー16:15
16:15ー16:25
16:30
17:00ー19:00

14:30ー16:00


